
作図可能な数a, bが与えられると、a+ b, a− bが作図できる
以下の図で a = AB, b = CDとすると、BE = a+ b, BF = a− b　である。

解説
AB, CDが与えられる。
点Aを通って、直線CDに平行な直線 lAを引く。
点Dを通って、直線ACに平行な直線 lDを引く。
直線 lAと lDの交点をD′とする。
点Aを中心として、半径 b = CD = AD′の円を描く。
その円と直線ABとの交点をそれぞれE, F とする。

図 1: a+ b, a− bの作図
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